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「グローバルフェスタ JAPAN2026」オープニングセレモニー 

生稲晃子外務大臣政務官 御挨拶文 

 

おはようございます。外務大臣政務官の生稲晃子です。 

グローバルフェスタ JAPAN 2 0 2 6
にせんにじゅうろく

の開催に当たり､共催者であ

る外務省、JICA、JANIC（ジャニック）を代表して御挨拶申し上

げます。 

 

今回で３５回目の開催となるグローバルフェスタ。今年のテーマ

は、「世界とつながる、わたしの暮らし。共に創る未来」です。こ

のテーマに共感いただき、国際協力に携わる様々な団体から多数

の御参加をいただきましたことに、心より感謝申し上げます。 

 

世界は、今なお続くロシアによるウクライナ侵略、中東情勢の緊

迫化、気候変動をはじめとする地球規模課題に直面し、対立と分

断が深刻化しています。 

多くの資源・食料等を輸入に頼り、日々の生活が世界経済と直結

している私たち日本人にとって、遠く世界のどこかで起きた危

機は、決して「対岸の火事」ではありません。ＯＤＡを通じて、

国際社会の平和と安定に貢献することで、日本企業の貿易や資

源エネルギーの確保に不可欠なシーレーンの安定、日本企業の

海外展開の促進につながり、日本経済の成長や国民生活の向上

にも貢献します。世界が大きく揺れ動いている今だからこそ、我
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が国の繁栄や国益のために、ＯＤＡによる国際協力が必要なの

です。 

 

私自身、今年１月には、参議院のＯＤＡ調査派遣で、ジブチ共和

国及びケニア共和国を訪問しました。ＯＤＡによって建設され

た学校などを視察し、現地の方々との意見交換を行う中で、日本

のＯＤＡが、人づくりや技術協力を通じて「日本らしい顔の見え

る開発協力」として、日本と相手国との関係強化を支えているこ

とを実感しました。 

国際協力を通じて築かれた日本と世界の信頼関係は、日本人が

世界で一層活躍していくための土台となります。そして、日本の

平和と安定、経済成長、ひいては私たち日本人ひとりひとりの安

心した暮らしを守ることにもつながっています。 

このグローバルフェスタを通じて、皆様には是非そうしたＯＤＡ

や国際協力の意義について御理解を深めていただければと思いま

す。また、国際協力に貢献してみたいと感じていただける方がい

れば、この上ない喜びです。 

本フェスタを通じて、素晴らしい未来を共に創っていく仲間が更

に増えていくことを期待いたします。 

ありがとうございました。 

   （了） 


